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　その研究も、以下に略記するように、2010 年の研究所立ち上げ以来、ようやく 3 年目をむかえ、研
究所の他のプロジェクトとも連携しつつ、また学部スタッフにも研究の幅を拡大し、今年度は現所長・
渡辺の持論でもある、海外との比較研究にまで視野を広げるところまでになった。

















5・6 節を、山本が第 2 ～ 4 節を執筆分担した。
1　渡辺（2011）を参照のこと。
119



























たる地域の仲介をお願いした、マンチェスター・メトロポリタン大学の John Vint 教授、Cheltenham, 
Natural England の Wendy Thompson さん、おなじく Cheltenham, Forestry Commission、Coleford 
Office の Jim Sauter 氏、Southampton, Lymington, New Forest National Park の Nigel Matthews 氏と
Tony Spence 氏である。


























　「視察団報告　台湾の森林と林業に触れる旅（上）（下）」（菊地（2009a）（2009b））は、「2009 年 5 月
10 日～ 16 日にかけて、渡邊定元氏（森林環境研究所）を団長として、森林施業研究会のメンバーを中




















査に先立ち、6 月 15 日（金）、7 月 5 日
（木）、7 月 19 日（木）、7 月 26 日（木）、
8 月 9 日（木）と 5 回にわたって奈良産
業大学地域公共学総合研究所にて勉強





























島林地面積は 2,102,400ha で 58.53％を占め、非森林地面積は 1,498,100ha で 41.47％を占める。林地面積











































権利の売買・相続も可能とのことであった。逆に、1ha あたり 30 万元から 40 万元の補償金を支払って
政府が租地造林を回収する場合もあり、これまで 1 万 ha ほど回収してきたとのことであった。
　租地造林はあくまでも造林が目的ではあるが、リュウガン・マンゴー等の環境を破壊せず自然に育






　なお、当日いただいた資料によると、2010 年下半期における国有林租地造林の内訳は表 3-4 となる。
3-5. 原住民保留地について
　羅紹麟（2005［1995］）によると、原住民 3 保留地総面積の 73.68％の 177,299ha が林地に適しており、
全省の林地の 10％前後を占める。これらの土地の多くは河川上流及び両岸にあり、国土保安・水源涵























































　これから政府が林業に力を入れたいこととして、第 1 に木材自給率向上、第 2 にレジャー農場、第 3
にコミュニティとのつながり、第 4 に自然保護、が挙げられた。このうち第 2 のレジャー農場については、
「日本では黒部立山のようなもの」とのことであったが、台湾では阿里山が一番人気であり、年間 140

























　・ 綠色烏托邦之旅―達瓦達旺 2 天 1 夜生態旅
遊
　・漫遊咖啡國度―徳文 2 天 1 夜之旅
　・ 雲霧裡的桃源郷―阿禮 2 天 1 夜生態旅遊












































































































　現在は日帰りと 1 泊 2 日とがある。
パンフレットによると、例えば「德文
部落一日遊生態乃旅等套裝服務費用」
は 1 人 550 元であり、解説、昼食、体
験活動及び保険が含まれ、「德文部落二
天一夜生態乃旅等套裝服務費用」は 1




























































































　17 時 25 分に國立屏東科技大學の宿舎に戻り、この日の調査を終えた。
5. 二峰圳の現地調査









4　本年 3 月 26 日、屏東科技大学土木工学部教授丁徹士教授が組織され、鳥居信平のお孫さんにあたる学者とともに、丁教授の
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